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(57)【要約】
【課題】心電図波形等の重要な波形の表示領域を十分に
確保すると共に、他のバイタルサインの波形を同じペー
ジ画面に表示させる生体情報表示装置を提供する。
【解決手段】生体情報モニタ１は、生体情報一覧ページ
画面３００の第１特定領域３０１に第１生体情報波形と
して、心電図波形３０２、脈波３０３を配置させてタッ
チパネルディスプレイ１１に表示させる。生体情報一覧
ページ画面３００の第２特定領域３０６内の個別表示区
域３０７ｄに生体情報の数値３０８ｂと、個別表示区域
３０７ｄの特定区域３０８ｆの面積に応じた大きさの第
２生体情報波形３０８ｅとを配置させてタッチパネルデ
ィスプレイ１１に表示させる。個別表示区域３０７ｄの
特定区域３０８ｆは第１特定領域３０１よりも面積が小
さいため、第２生体情報波形３０８ｅは生体情報波形３
０２より圧縮される態様となる。
【選択図】　図４



(2) JP 2018-75219 A 2018.5.17

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイと、
　前記ディスプレイによって複数の生体情報の一覧が示されるページ画面である生体情報
一覧ページ画面を生成する生体情報一覧ページ画面生成部と、
　前記生体情報一覧ページ画面の第１特定領域に配置される生体情報の時間変化を表す波
形である第１生体情報波形を生成する第１波形生成部と、
　前記生体情報一覧ページ画面の第２特定領域に形成される複数の個別表示区域のうち、
少なくとも１つの前記個別表示区域内の特定区域に配置される生体情報の時間変化を表す
波形である第２生体情報波形を生成する第２波形生成部と、
　少なくとも前記第１生体情報波形が前記第１特定領域に配置され、前記第２生体情報波
形が前記特定区域に配置される前記生体情報一覧ページ画面を前記ディスプレイに表示さ
せる生体情報表示部と、
　を備え、
　複数の前記個別表示区域には、それぞれ生体情報が種類毎に示され、
　前記特定区域は、前記第１特定領域よりも面積が小さいことを特徴とする、
　生体情報表示装置。
【請求項２】
　前記第２波形生成部は、前記第１生体情報波形とは時間軸の縮尺が異なる前記第２生体
情報波形を生成する、
　請求項１に記載の生体情報表示装置。
【請求項３】
　前記第２波形生成部は、前記第２生体情報波形の表示時間範囲を前記第１生体情報波形
の表示時間範囲より小さくすることを特徴とする、
　請求項１に記載の生体情報表示装置。
【請求項４】
　前記特定区域に配置させる前記第２生体情報波形の前記表示時間範囲の設定操作を受け
付けて、該表示時間範囲を変更することを特徴とする時間範囲設定部を備えることを特徴
とする、
　請求項３に記載の生体情報表示装置。
【請求項５】
　前記生体情報表示部は、前記第２生体情報波形と、該第２生体情報波形に対応する生体
情報の数値とを並列に前記個別表示区域に配置させることを特徴とする、
　請求項１～４のいずれかに記載の生体情報表示装置。
【請求項６】
　複数の前記個別表示区域中から特定の前記個別表示区域の選択操作を受け付ける個別表
示区域選択部と、
　前記選択操作に対応する特定の前記個別表示区域内の生体情報を拡大した情報を、前記
生体情報一覧ページ画面内に、又は、前記生体情報一覧ページ画面とは別のページ画面内
に表示させる拡大情報表示部と、
　を備えることを特徴とする、
　請求項１～５のいずれかに記載の生体情報表示装置。
【請求項７】
　前記ディスプレイは、タッチパネルディスプレイであり、
　前記個別表示区域選択部は、前記タッチパネルディスプレイに表示される前記個別表示
区域の表示面に対するタッチ操作によって特定の前記個別表示区域の選択操作を受け付け
ることを特徴とする、
　請求項６のいずれかに記載の生体情報表示装置。
【請求項８】
　複数の前記個別表示区域のそれぞれに対して、前記第２生体情報波形を表示させるか否



(3) JP 2018-75219 A 2018.5.17

10

20

30

40

50

かの選択操作を受け付ける波形表示可否選択部を備え、
　前記生体情報表示部は、前記選択操作に対応する前記個別表示区域に前記第２生体情報
波形を表示させることを特徴とする、
　請求項１～７のいずれかに記載の生体情報表示装置。
【請求項９】
　ディスプレイへの表示を制御する生体情報表示制御装置であって、
　前記ディスプレイによって複数の生体情報の一覧が示されるページ画面である生体情報
一覧ページ画面を生成する生体情報一覧ページ画面生成部と、
　前記生体情報一覧ページ画面の第１特定領域に配置される生体情報の時間変化を表す波
形である第１生体情報波形を生成する第１波形生成部と、
　前記生体情報一覧ページ画面の第２特定領域に形成される複数の個別表示区域の中の少
なくとも１つの前記個別表示区域内の特定区域に配置される生体情報の時間変化を表す波
形である第２生体情報波形を生成する第２波形生成部と、
　前記第１生体情報波形が前記第１特定領域に配置され、前記第２生体情報波形が前記特
定区域に配置される前記生体情報一覧ページ画面を前記ディスプレイに表示させる生体情
報表示部と、
　を備え、
　複数の前記個別表示区域は、生体情報が種類毎に示され、
　前記特定区域は、前記第１特定領域よりも面積が小さいことを特徴とする、
　生体情報表示制御装置。
【請求項１０】
　ディスプレイに表示させる表示データを生成する生体情報処理装置であって、
　前記ディスプレイによって複数の生体情報の一覧が示されるページ画面である生体情報
一覧ページ画面を生成する生体情報一覧ページ画面生成部と、
　前記生体情報一覧ページ画面の第１特定領域に配置される生体情報の時間変化を表す波
形である第１生体情報波形を生成する第１波形生成部と、
　前記生体情報一覧ページ画面の第２特定領域に形成される複数の個別表示区域の中の少
なくとも１つの前記個別表示区域内の特定区域に配置される生体情報の時間変化を表す波
形である第２生体情報波形を生成する第２波形生成部と、
　前記第１生体情報波形が前記第１特定領域に配置され、前記第２生体情報波形が前記特
定区域に配置される前記生体情報一覧ページ画面の前記表示データを生成する表示データ
生成部と、
　を備え、
　複数の前記個別表示区域は、生体情報が種類毎に示され、
　前記個別表示区域の特定区域は、前記第１特定領域よりも面積が小さいことを特徴とす
る、
　生体情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バイタルサインをモニタリングする生体情報表示装置、及び、その表示を制
御する生体情報表示制御装置、及び、その表示させる表示用データを生成する生体情報処
理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　生体情報モニタは、心電図、心拍数、ＳＰＯ２、血圧、呼吸、体温等のバイタルサイン
をモニタリングする装置である。生体情報モニタには、心電図、心拍数、ＳＰＯ２、血圧
、呼吸、体温等の様々な情報が表示され、その表示を見て医師は、患者の状態を把握する
。医師が患者の状態を把握しやすいように様々な生体情報モニタが提案されている。例え
ば、４つのバイタルサインを数値化した数値表示領域と、４つのバイタルサインを波形表
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示にした波形表示領域とを並列に並べてディスプレイに表示した生体情報モニタが提案さ
れている（例えば、特許文献１参照）。また、ディスプレイの上部領域に１つのバイタル
サインの波形を表示させ、ディスプレイの上部領域よりも下方の領域に複数のバイタルサ
インを数値化した生体情報を表示させた生体情報モニタが提案されている（例えば、特許
文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－１４７６４７号公報
【特許文献２】特開２０１１－１３６１０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に記載の生体情報モニタには、４つの数値表示と、４つの波形表示があ
る。この生体情報モニタでは、バイタルサインの中でも特に重要な心電図波形と他の３つ
の波形が、同じ縮尺でディスプレイに表示されているので、心電図波形の十分な解析がで
きない。
【０００５】
　一方、上記特許文献２に記載の生体情報モニタでは、ディスプレイの上部領域に心電図
波形を表示させる十分な領域を確保しているが、その他のバイタルサインの波形が表示さ
れていない。このため、上記特許文献２に記載の生体情報モニタでは、心電図波形と他の
バイタルサインの波形（特に、呼吸の波形）とを比較することができない。
【０００６】
　本発明は、斯かる実情に鑑み、心電図波形等の重要な波形の表示領域を十分に確保する
と共に、他のバイタルサインの波形を同じページ画面に表示させる生体情報表示装置、そ
の表示を制御する生体情報表示制御装置、及び、その表示させる表示用データを生成する
生体情報処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、本発明の生体情報表示装置
は、ディスプレイと、上記ディスプレイによって複数の生体情報の一覧が示されるページ
画面である生体情報一覧ページ画面を生成する生体情報一覧ページ画面生成部と、上記生
体情報一覧ページ画面の第１特定領域に配置される生体情報の時間変化を表す波形である
第１生体情報波形を生成する第１波形生成部と、上記生体情報一覧ページ画面の第２特定
領域に形成される複数の個別表示区域のうち、少なくとも１つの上記個別表示区域内の特
定区域に配置される生体情報の時間変化を表す波形である第２生体情報波形を生成する第
２波形生成部と、少なくとも上記第１生体情報波形が上記第１特定領域に配置され、上記
第２生体情報波形が上記特定区域に配置される上記生体情報一覧ページ画面を上記ディス
プレイに表示させる生体情報表示部と、を備え、複数の前記個別表示区域には、それぞれ
生体情報が種類毎に示され、上記特定区域は、上記第１特定領域よりも面積が小さいこと
を特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記第２波形生成部は、上記第１生体情報
波形とは時間軸の縮尺が異なる上記第２生体情報波形を生成する。
【０００９】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記第２波形生成部は、上記第２生体情報
波形の表示時間範囲を上記第１生体情報波形の表示時間範囲より小さくすることを特徴と
する。
【００１０】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記特定区域に配置させる上記第２生体情
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報波形の上記表示時間範囲の設定操作を受け付けて、該表示時間範囲を変更することを特
徴とする時間範囲設定部を備えることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記生体情報表示部は、上記第２生体情報
波形と、該第２生体情報波形に対応する生体情報の数値とを並列に上記個別表示区域に配
置させることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の生体情報表示装置において、複数の上記個別表示区域中から特定の上記
個別表示区域の選択操作を受け付ける個別表示区域選択部と、上記選択操作に対応する特
定の上記個別表示区域内の生体情報を拡大した情報を、上記生体情報一覧ページ画面内に
、又は、上記生体情報一覧ページ画面とは別のページ画面内に表示させる拡大情報表示部
と、を備えることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の生体情報表示装置において、上記ディスプレイは、タッチパネルディス
プレイであり、上記個別表示区域選択部は、上記タッチパネルディスプレイに表示される
上記個別表示区域の表示面に対するタッチ操作によって特定の上記個別表示区域の選択操
作を受け付けることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の生体情報表示装置において、複数の上記個別表示区域のそれぞれに対し
て、上記第２生体情報波形を表示させるか否かの選択操作を受け付ける波形表示可否選択
部を備え、上記生体情報表示部は、上記選択操作に対応する上記個別表示区域に上記第２
生体情報波形を表示させることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の生体情報表示制御装置は、ディスプレイへの表示を制御する生体情報表
示制御装置であって、上記ディスプレイによって複数の生体情報の一覧が示されるページ
画面である生体情報一覧ページ画面を生成する生体情報一覧ページ画面生成部と、上記生
体情報一覧ページ画面の第１特定領域に配置される生体情報の時間変化を表す波形である
第１生体情報波形を生成する第１波形生成部と、上記生体情報一覧ページ画面の第２特定
領域に形成される複数の個別表示区域の中の少なくとも１つの上記個別表示区域内の特定
区域に配置される生体情報の時間変化を表す波形である第２生体情報波形を生成する第２
波形生成部と、上記第１生体情報波形が上記第１特定領域に配置され、上記第２生体情報
波形が上記特定区域に配置される上記生体情報一覧ページ画面を上記ディスプレイに表示
させる生体情報表示部と、を備え、複数の前記個別表示区域には、それぞれ生体情報が種
類毎に示され、上記特定区域は、上記第１特定領域よりも面積が小さいことを特徴とする
。
【００１６】
　また、本発明の生体情報処理装置は、ディスプレイに表示させる表示データを生成する
生体情報処理装置であって、上記ディスプレイによって複数の生体情報の一覧が示される
ページ画面である生体情報一覧ページ画面を生成する生体情報一覧ページ画面生成部と、
上記生体情報一覧ページ画面の第１特定領域に配置される生体情報の時間変化を表す波形
である第１生体情報波形を生成する第１波形生成部と、上記生体情報一覧ページ画面の第
２特定領域に形成される複数の個別表示区域の中の少なくとも１つの上記個別表示区域内
の特定区域に配置される生体情報の時間変化を表す波形である第２生体情報波形を生成す
る第２波形生成部と、上記第１生体情報波形が上記第１特定領域に配置され、上記第２生
体情報波形が上記特定区域に配置される上記生体情報一覧ページ画面の上記表示データを
生成する表示データ生成部と、を備え、複数の前記個別表示区域には、それぞれ生体情報
が種類毎に示され、上記個別表示区域の特定区域は、上記第１特定領域よりも面積が小さ
いことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
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　本発明の生体情報表示装置、及び生体情報表示制御装置によれば、心電図波形等の重要
な波形の表示領域を十分に確保すると共に、他のバイタルサインの波形を同じページ画面
に表示させることができるという優れた効果を奏し得る。また、本発明の生体情報処理装
置によれば、ディスプレイに表示させる上記のような１つのページ画面を生成することが
できるという優れた効果を奏し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施の形態における生体情報モニタの斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態における生体情報モニタのハード構成を示す概要図である。
【図３】本発明の実施の形態における生体情報モニタの機能ブロック図である。
【図４】本発明の実施の形態における生体情報一覧ページ画面を示す図である。
【図５】本発明の実施の形態における個別表示区域の特定領域に配置される生体情報波形
の態様について示す図である。（ａ）は、生体情報一覧ページ画面の第１特定領域に表示
させる心電図波形であり、（ｂ）は、生体情報一覧ページ画面の第１特定領域に表示させ
る呼吸（ＲＥＳＰ）波形であり、（ｃ）は個別表示区域の特定領域に適応するように大き
さを小さくした呼吸（ＲＥＳＰ）波形であり、（ｄ）は個別表示区域の特定領域に適応す
るように時間範囲を小さくした呼吸（ＲＥＳＰ）波形である。
【図６】本発明の実施の形態における個別表示区域に対するタッチ操作の様子を示す図で
ある。（ａ）は、個別表示区域に対して指でタッチ操作を行う様子を示す図であり、（ｂ
）は個別表示区域に対して指でタッチ操作を行った結果、第２特定領域に、個別表示区域
内の生体情報が拡大して表示された様子を示す図である。
【図７】個別表示区域に対して指でタッチ操作を行った結果、個別表示区域内の生体情報
が拡大して表示された様子を示す図である。（ａ）は、ポップアップウインドウに個別表
示区域内の生体情報が拡大して表示された様子を示す図であり、（ｂ）は、第１特定領域
の表示領域に個別表示区域内の生体情報が拡大して表示された様子を示す図である。
【図８】本発明の実施の形態における個別表示区域に対するピンチアウト操作の様子を示
す図である。（ａ）は、個別表示区域に対して指でンチアウト操作を行う様子を示す図で
あり、（ｂ）は個別表示区域に対して指でンチアウト操作を行った結果、第２特定領域に
、個別表示区域内の生体情報が拡大して表示された様子を示す図である。
【図９】本発明の実施の形態における個別表示区域に割り当てる生体情報の種類の選択操
作の様子を示す図である。（ａ）は個別表示区域に割り当てる生体情報の種類の選択モー
ドの様子を示す図であり、（ｂ）は生体情報選択ポップアップを用いて個別表示区域に割
り当てる生体情報の種類を選択した後の様子を示す図である。
【図１０】本発明の実施の形態における個別表示区域に表示させる生体情報の表示手法に
関する選択操作の様子を示す図である。（ａ）は個別表示区域における生体情報の表示手
法の選択モードの様子を示す図であり、（ｂ）は表示手法選択ポップアップを用いて個別
表示区域における生体情報の表示手法を選択した後の様子を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態を添付図面を参照して説明する。なお、以下において本発明
の実施の形態における生体情報表示装置として、生体情報モニタを一例にとって説明する
が、これ以外の生体情報が表示されるその他の装置も本発明の範囲に含まれる。
【００２０】
　＜１．生体情報モニタ全体概要＞
図１を参照して、本発明の実施の形態における生体情報モニタ１について説明する。生体
情報モニタ１は、図１（ａ）に示すように、主としてタッチパネルディスプレイを備えた
タブレット型のコンピュータにより構成される。生体情報モニタ１は、図１（ｂ）に示す
ように、支持台３に取り付けられ、支持台３に支持される。
【００２１】
　検知装置インターフェース２は、例えば、生体情報検知装置に対して接続コネクタ部２
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ａを介して接続される。生体情報検知装置は、被験者の生体に関する状態を検知して、そ
の状態に対応する生体信号を出力するものである。生体情報検知装置として、たとえば、
心臓の活動電位を検知するための心電電極、血圧を検知するための血圧検知装置、体温を
検知するための体温計、ＳｐＯ２を検知するためのＳｐＯ２検知装置（例えば、パルスオ
キシメーター）等が挙げられる。
【００２２】
　生体情報モニタ１及び検知装置インターフェース２それぞれには、例えば、ＵＳＢ（Ｕ
ｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）端子１ｂ，２ｂが設けられ、ＵＳＢケーブル
を介して接続される。なお、検知装置インターフェース２と生体情報モニタ１との接続態
様は、データを生体情報モニタ１に送ることができれば、ＩＥＥＥ１３９４等のシリアル
バス方式、ＳＣＳＩ（Ｓｍａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃ
ｅ）等のパラレルバス方式等を用いた有線通信接続態様、又は、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、ＮＦＣ　（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏ
ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等を用いた無線通信接続で
あってもよい。また、検知装置インターフェース２は、例えば、図１（ｂ）に示すように
、支持台３に取り付けられ、支持台３に支持される。
【００２３】
　次に、図２を参照して生体情報モニタ１、及び、検知装置インターフェース２の構成に
ついて説明する。生体情報モニタ１は、例えば、制御部１０と、タッチパネルディスプレ
イ１１と、接続コネクタ１２と、アンテナ１３と、スピーカ１４と、バッテリ１５とを備
える。制御部１０は、生体情報モニタ１内の各制御を行うものである。
【００２４】
　制御部１０は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
１０１、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０２、ＲＯＭ（Ｒｅａ
ｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０３、記憶媒体１０４、無線通信インターフェース１０
５、有線通信インターフェース１０６、操作入力インターフェース１０７、表示制御部１
０８と、音声制御部１０９と、発光制御部１１０とを備える。なお、図２においてインタ
ーフェースは、Ｉ／Ｆと表記される。
【００２５】
　ＣＰＵ１０１は、生体情報モニタ１内の全体の処理を司るものであり、作業領域として
ＲＡＭ１０２を使用する。ＲＯＭ１０３には、例えば、生体情報モニタ１を起動させるた
めのプログラムや、その他のＣＰＵ１０１で実行される基本的なプログラムが書き込まれ
ている。記憶媒体１０４は、例えば、ソリッドステートドライブ（ｓｏｌｉｄ　ｓｔａｔ
ｅ　ｄｒｉｖｅ：ＳＳＤ）やフラッシュメモリ等により構成される。記憶媒体１０４には
、例えば、生体情報モニタ１の基本的な動作を実現するオペレーティングシステム（Ｏｐ
ｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ：ＯＳ）や、そのオペレーティングシステムに依存するプ
ログラムが書き込まれる。また、記憶媒体１０４は、供給されるデータの保存場所として
機能する。
【００２６】
　無線通信インターフェース１０５は、例えば、外部装置との間で無線通信により送受信
されるデータの変換処理（変調・復調）等を行うものであり、アンテナ１３と接続される
。アンテナ１３は、外部から送信されるデータを受信して無線通信インターフェース１０
５へ送る。また、アンテナ１３は、無線通信インターフェース１０５から供給されるデー
タを外部へ送信する。無線通信インターフェース１０５として、例えば、ＲＦＩＤ、ＮＦ
Ｃ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等を用いたものが一例として挙げられる。
【００２７】
　有線通信インターフェース１０６は、例えば、外部装置との間で有線通信により送受信
されるデータの変換処理等を行うものであり、接続コネクタ１２と接続される。有線通信
インターフェース１０６として、例えば、ＵＳＢ等のシリアルバス規格を用いたものが挙
げられるが、これに限定されるものではない。その他の有線通信インターフェース１０６
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として、ＩＥＥＥ１３９４等のシリアルバス方式、ＳＣＳＩ等のパラレルバス方式を採用
したいずれのものであってもよい。
【００２８】
　操作入力インターフェース１０７は、外部からの操作をＣＰＵ１０１へ伝えるものであ
る。表示制御部１０８は、タッチパネルディスプレイ１１にＣＰＵ１０１からの命令に従
った表示をさせるものである。音声制御部１０９は、スピーカ１４へＣＰＵ１０１からの
命令に従った音声の出力を行うものである。発光制御部１１０は、ＣＰＵ１０１からの命
令に従って発光部１６，１７のオンオフを行うものである。発光制御部１１０は、例えば
、ＣＰＵ１０１から生体情報に関する報知信号を受けて、発光部１６，１７の両方、又は
、いずれか一方を発光させる。また、発光制御部１１０は、例えば、ＣＰＵ１０１から生
体情報に関する報知解除信号を受けて、発光部１６，１７の両方、又は、いずれか一方を
消灯又は、上記とは別態様で発光させる。
【００２９】
　タッチパネルディスプレイ１１は、表示及び操作入力の受け付けを行うものである。上
記操作入力の受け付けは、タッチパネルディスプレイ１１の表示面に直接指等でタッチ操
作を行うことによって実現される。タッチ操作として、例えば、タップ、ダブルタップ、
スクロール、ピンチイン、ピンチアウト、スライド等のジェスチャ操作が挙げられるが、
これに限定されるものではなく、その他の全てのジェスチャ操作も含まれる。タッチ操作
を行うと、操作入力インターフェース１０７は、そのタッチ操作に対応する操作信号をＣ
ＰＵ１０１へ伝える。バッテリ１５は、充電可能な蓄電池であり、生体情報モニタ１内の
各部に電力を供給する。なお、バッテリ１５は、充電可能に外部電源と接続されるように
構成されるとよい。
【００３０】
　検知装置インターフェース２は、生体情報モニタ１と接続線２ｃを通じて接続される。
また、検知装置インターフェース２は、たとえば、複数の生体情報検知装置のそれぞれの
規格に適合するコネクタを備えており、生体情報検知装置のそれぞれと接続される。そし
て、検知装置インターフェース２は、接続線２ｃを通じて複数の生体情報検知装置のそれ
ぞれから供給される生体信号に対して生体情報モニタ１で処理可能なよう所定の処理を行
うインターフェースとしての役割を果たす。具体的に検知装置インターフェース２は、例
えば、接続線２ｃを通じて複数の生体情報検知装置のそれぞれから供給される生体信号に
基づいて、生体情報モニタ１で処理可能な生体情報を生成して生体情報モニタ１へ出力す
る。すなわち、検知装置インターフェース２は、生体情報検知装置と共に生体情報の測定
装置として機能する。なお、上記生体情報モニタ１で処理可能な生体情報として、例えば
、心臓の活動電位に対応する心電信号、心拍数、血中酸素濃度、血圧等が一例として挙げ
られるが、これに限定されるものではなく、その他の生体情報も含まれる。検知装置イン
ターフェース２は、上記説明した有線通信接続態様、又は、無線通信接続態様によって生
体情報モニタ１と接続される。
【００３１】
　生体情報検知装置は、上記説明したように、例えば、心臓の活動電位を検知するための
心電電極、血圧を検知するための血圧検知装置、体温を検知するための体温計、ＳｐＯ２
を検知するためのＳｐＯ２検知装置等が挙げられる。なお、以上の生体情報検知装置は一
例であって、本発明において生体情報検知装置は、被験者からその他の生体信号を検知す
るものであってもよい。
【００３２】
　＜２．装置機能ブロック＞
次に、図３を参照して生体情報モニタ１の機能構成について説明する。生体情報モニタ１
は、生体情報を表示するものであり、生体情報一覧ページ画面生成部２００と、第１波形
生成部２０１と、第２波形生成部２０２と、生体情報表示部２０３と、拡大情報表示部２
１０と、生体情報波形大きさ設定部２１１と、表示時間範囲設定部２１２と、個別表示区
域選択部２１３と、第１波形表示生体情報選択部２１４と、生体情報割当選択部２１５と
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、表示手法選択部２１６と、閾値設定部２２１と、生体情報保持部２２２と、生体情報数
値生成部２２３と、バーグラフ生成部２２４と、タッチパネルディスプレイ１１とを備え
る。
【００３３】
　生体情報一覧ページ画面生成部２００は、生体情報一覧ページ画面を生成するものであ
る。生体情報一覧ページ画面とは、タッチパネルディスプレイ１１により複数種類の生体
情報の一覧が示されるページ画面を言う。生体情報は、例えば、心拍数（ＨＲ）、経皮的
動脈血酸素飽和度（ＳｐＯ２）、非観血血圧（ＮＩＢＰ）、呼吸（ＲＥＳＰ）、体温（Ｔ
ＥＭＰ）等、様々な種類のものがある。生体情報一覧ページ画面として、例えば、図４に
示されるような生体情報一覧ページ画面３００が一例として挙げられる。生体情報一覧ペ
ージ画面生成部２００は、主としてＲＯＭ１０３又は記憶媒体１０４等に記憶されるプロ
グラムをＣＰＵ１０１が実行することによって実現される。
【００３４】
　第１波形生成部２０１は、生体情報一覧ページ画面の第１特定領域に配置される第１生
体情報波形を生成するものである。なお、本発明において生体情報波形は、生体情報の時
間変化を表す波形であり、第１波形生成部２０１が生成する生体情報波形を第１生体情報
波形と呼ぶ。
【００３５】
　生体情報一覧ページ画面の第１特定領域は、例えば、図４に示す生体情報一覧ページ画
面３００の第１特定領域３０１が一例として挙げられる。第１生体情報波形として、例え
ば、心電図波形が一例として挙げられる。この場合、横軸が時間軸で、縦軸が電位の大き
さ（レベル）を表すレベル軸となる。なお、第１生体情報波形は、心電図波形に限定され
るものではなく、脈波やその他の上記生体情報に関する波形であってもよい。
【００３６】
　第１生体情報波形は、例えば、生体情報保持部２２２において対応する生体情報の測定
日時と関連付けられて保持される。生体情報保持部２２２は、例えば、生体情報波形と生
体情報の測定日時とをＲＯＭ１０３又は記憶媒体１０４に記憶されるプログラムに従って
ＣＰＵ１０１が処理して、その結果を記憶媒体１０４に記憶させることにより実現される
。
【００３７】
　第２波形生成部２０２は、生体情報一覧ページ画面の第２特定領域内に形成される複数
の個別表示区域のうち、少なくとも１つの個別表示区域に配置される第２生体情報波形を
生成するものである。そして、第２生体情報波形は、個別表示区域内の特定区域に配置さ
れる。複数の個別表示区域それぞれには、各種生体情報が割り当てられる。例えば、ある
個別表示区域には、呼吸（ＲＥＳＰ）に関する生体情報が割り当てられ、別の個別表示区
域には、非観血血圧（ＮＩＢＰ）に関する生体情報が割り当てられる。第２生体情報波形
は、全ての個別表示区域に配置されてもよいし、一部の個別表示区域に配置されてもよい
。なお、第２波形生成部２０２が生成する生体情報波形を上記のように第２生体情報波形
と呼ぶ。
【００３８】
　生体情報一覧ページ画面の第２特定領域として、例えば、図４に示す生体情報一覧ペー
ジ画面３００の第２特定領域３０６が一例として挙げられる。また、個別表示区域として
、例えば、図４に示す個別表示区域３０７ａ～３０７ｅが一例として挙げられる。また、
個別表示区域の特定区域として、例えば、個別表示区域３０７ｄの特定区域３０８ｆが一
例として挙げられる。第２生体情報波形が配置される特定区域は、個別表示区域３０７ａ
～３０７ｅそれぞれに設けることができる。
【００３９】
　第２生体情報波形として、例えば、呼吸（ＲＥＳＰ）波形が一例として挙げられる。な
お、第２生体情報波形は、呼吸（ＲＥＳＰ）波形に限定されるものではなく、脈波やその
他の上記生体情報に関する波形であってもよい。また、第２生体情報波形の一例として、
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例えば、図４に示す個別表示区域３０７ｄ内の特定区域３０８ｆの第２生体情報波形３０
８ｅが挙げられる。また、第２生体情報波形は、例えば、第１生体情報波形と同様に、生
体情報保持部２２２において生体情報の測定日時と関連付けられて保持される。
【００４０】
　第１波形生成部２０１、及び、第２波形生成部２０２は、例えば、接続コネクタ１２及
び有線通信インターフェース１０６を介して検知装置インターフェース２から出力される
情報を、ＲＯＭ１０３又は記憶媒体１０４等に記憶されるプログラムに基づいてＣＰＵ１
０１が処理することによって実現される。
【００４１】
　上記個別表示区域の中の一部となる特定区域は、第１特定領域よりも面積が小さい。し
たがって、第１特定領域に配置される第１生体情報波形と同様の大きさで、第２生体情報
波形を個別表示区域内の特定区域に配置させることは難しい。このため、個別表示区域内
の特定区域に配置される第２生体情報波形の表示態様は、視認性の観点から様々な工夫を
する必要がある。
【００４２】
　例えば、第２波形生成部２０２によって、第１生体情報波形を個別表示区域の特定区域
の面積に応じた大きさに圧縮した第２生体情報波形を生成されるようにすることが考えら
れる。すなわち、第２生体情報波形は、個別表示区域の特定区域の面積に応じて、第１特
定領域に配置させる第１生体情報波形よりも圧縮される。
【００４３】
　この場合、圧縮するとは、例えば、第２波形生成部２０２によって上記個別表示区域内
の特定区域における第２生体情報波形の縦軸又は横軸の目盛り幅（縮尺）を、第１特定領
域に配置される第１生体情報波形の縦軸又は横軸の目盛り幅（縮尺）とは、異なるものに
する（例えば、小さくする）態様が一例として挙げられる。第２生体情報波形の縦軸又は
横軸の目盛り幅（縮尺）を異なるものにする（例えば、小さくする）度合いは、上記個別
表示区域内の特定区域の形状・大きさ等によって決定される。第２波形生成部２０２は、
例えば、視認性の向上の観点から上記個別表示区域内の特定区域に配置可能な最大の第２
生体情報波形を生成するように構成されることが好ましい。
【００４４】
　また、第２生体情報波形の大きさの設定は、生体情報波形大きさ設定部２１１によって
行なわれるように構成してもよい。生体情報波形大きさ設定部２１１は、第２生体情報波
形の大きさの設定操作を受け付ける。第２波形生成部２０２は、その第２生体情報波形の
大きさを上記設定操作に対応する大きさに変更する。第２生体情報波形の大きさの設定は
、例えば、縦軸又は横軸の目盛り幅（縮尺）の大きさを設定することにより行なわれるよ
うにしてもよい。また、第２生体情報波形の大きさの設定は、例えば、第１特定領域に配
置される第１生体情報波形の縦幅又は横幅の目盛り幅（縮尺）それぞれを、何パーセント
圧縮するか等により行なわれるようにしてもよい。この設定に応じて、第２波形生成部２
０２は第２生体情報波形を生成する。
【００４５】
　また、例えば、第２波形生成部２０２は、上記個別表示区域内の特定区域に配置させる
第２生体情報波形の表示時間範囲を、第１特定領域に配置される第１生体情報波形の表示
時間範囲より小さくした第２生体情報波形を生成するように構成されてもよい。第２波形
生成部２０２は、例えば、視認性の向上の観点から上記個別表示区域内の特定区域に配置
可能な最大の表示時間範囲の第２生体情報波形を生成するように構成されることが好まし
い。
【００４６】
　また、上記個別表示区域内の特定区域に配置させる第２生体情報波形の表示時間範囲の
設定は、表示時間範囲設定部２１２によって行なわせてもよい。表示時間範囲設定部２１
２は、個別表示区域内の特定区域に配置させる第２生体情報波形の表示時間範囲の設定操
作を受け付けて、その設定操作に対応する表示時間範囲の変更を行う。その設定操作に対
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応する表示時間範囲における第２生体情報波形が上記個別表示区域内の特定区域に配置さ
れる。
【００４７】
　第２生体情報波形の大きさは、個別表示区域内の特定区域に収まるような大きさであれ
ば、どのような態様であっても本発明に含まれる。すなわち、第２生体情報波形は、上記
説明した圧縮（縦軸又は横軸の縮尺の変更）と表示時間範囲の変更とを組み合わせて生成
されるものであってもよい。
【００４８】
　生体情報数値生成部２２３は、生体情報の数値を生成するものである。バーグラフ生成
部２２４は、生体情報の健全度合いをバーグラフ形式で生成するものである。
【００４９】
　生体情報数値生成部２２３、及び、バーグラフ生成部２２４は、例えば、接続コネクタ
１２及び有線通信インターフェース１０６を介して検知装置インターフェース２から出力
される情報を、ＲＯＭ１０３又は記憶媒体１０４等に記憶されるプログラムに基づいてＣ
ＰＵ１０１が処理することによって実現される。
【００５０】
　生体情報表示部２０３は、少なくとも第１生体情報波形が第１特定領域に配置され、第
２生体情報波形が特定区域に配置される生体情報一覧ページ画面をタッチパネルディスプ
レイ１１に表示させるものである。なお、第２生体情報波形は、少なくとも１つの個別表
示区域に配置されていればよい。また、生体情報表示部２０３は、さらに、生体情報一覧
ページ画面の複数の個別表示区域のうちの少なくとも１つに生体情報の数値を表示させる
ことが好ましい。生体情報の数値は、第２生体情報波形と並列に配置されることが好まし
い。また、生体情報表示部２０３は、さらに、生体情報一覧ページ画面の複数の個別表示
区域のうちの少なくとも１つにバーグラフ、又は、生体情報の良否判定に関する閾値を表
示させることが好ましい。また、生体情報の良否判定に関する閾値は、予め設定されてい
てもよいし、閾値設定部２２１で別途設定されてもよい。
【００５１】
　上記生体情報表示部２０３は、例えば、生体情報一覧ページ画面表示部２０４と、第１
波形表示部２０５と、生体情報数値表示部２０６と、第２波形表示部２０７と、バーグラ
フ表示部２０８と、閾値表示部２０９とを少なくとも備え、上記各部それぞれを連動させ
て、上記表示処理を実行する。生体情報一覧ページ画面表示部２０４は、生体情報一覧ペ
ージ画面をタッチパネルディスプレイ１１に表示させるものである。生体情報一覧ページ
画面における第１生体情報波形、第２生体情報波形、生体情報の数値等は以下の機能によ
り表示される。
【００５２】
　第１波形表示部２０５は、第１特定領域に第１生体情報波形を表示させるものである。
第１波形表示部２０５は、第１生体情報波形を、例えば、生体情報保持部２２２から取得
してもよい。また、第１波形表示部２０５は、第１生体情報波形を、例えば、第１波形生
成部２０１から直接取得してもよい。いずれにしても、第１波形表示部２０５は、第１波
形生成部２０１が生成した第１生体情報波形を取得して、第１特定領域に表示させる。な
お、第１生体情報波形に対応する生体情報の種類は、後述する第１波形表示生体情報選択
部２１４において選択可能である。
【００５３】
　生体情報数値表示部２０６は、生体情報一覧ページ画面の第２特定領域の少なくとも１
つの個別表示区域に、生体情報の数値を表示させる。すなわち、生体情報の数値は、全部
の個別表示区域に配置されてもよいし、一部の個別表示区域に配置されてもよい。なお、
数値が表示される生体情報の種類は、後述する数値表示可否選択部２１８において選択可
能である。
【００５４】
　第２波形表示部２０７は、個別表示区域の特定区域に第２生体情報波形を表示させるも
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のである。第２生体情報波形が表示される個別表示区域は、複数の個別表示区域全部であ
ってもよいし、一部の個別表示区域であってもよい。第２波形表示部２０７は、第２生体
情報波形を、例えば、生体情報保持部２２２から取得してもよい。また、第２波形表示部
２０７は、第２生体情報波形を、例えば、第２波形生成部２０２から直接取得してもよい
。いずれにしても、第２波形表示部２０７は、第２波形生成部２０２が生成した第２生体
情報波形を取得して、個別表示区域の特定区域に表示させる。なお、後述する波形表示可
否選択部２１７により各個別表示区域における第２生体情報波形の表示・非表示を選択可
能である。
【００５５】
　また、第２生体情報波形と、第２生体情報波形に対応する生体情報の数値とは、生体情
報数値表示部２０６又は第２波形表示部２０７によって並列に個別表示区域内に配置さる
ことが好ましい。数値と生体情報波形とを比較して視認することができれば、患者の状態
を把握しやすくなるからである。
【００５６】
　バーグラフ表示部２０８は、個別表示区域の特定区域に生体情報に関するバーグラフを
表示させるものである。生体情報に関するバーグラフが表示される個別表示区域は、複数
の個別表示区域全部であってもよいし、一部の個別表示区域であってもよい。バーグラフ
表示部２０８は、バーグラフ生成部２２４が生成した生体情報に関するバーグラフを、バ
ーグラフ生成部２２４から直接取得して、または、生体情報保持部２２２から取得して、
個別表示区域の特定区域に表示させる。なお、後述するバーグラフ表示可否選択部２１９
により各個別表示区域における生体情報に関するバーグラフの表示・非表示を選択可能で
ある。
【００５７】
　閾値表示部２０９は、個別表示区域の特定区域に生体情報の良否判定に関する閾値を表
示させるものである。生体情報の良否判定に関する閾値が表示される個別表示区域は、複
数の個別表示区域全部であってもよいし、一部の個別表示区域であってもよい。閾値表示
部２０９は、閾値設定部２２１で設定される生体情報の良否判定に関する閾値を個別表示
区域の特定区域に表示させる。なお、後述する閾値表示可否選択部２２０により各個別表
示区域における生体情報の良否判定に関する閾値の表示・非表示を選択可能である。
【００５８】
　なお、生体情報表示部２０３、生体情報一覧ページ画面表示部２０４、第１波形表示部
２０５、生体情報数値表示部２０６、第２波形表示部２０７、バーグラフ表示部２０８、
及び、閾値表示部２０９は、主としてＲＯＭ１０３や記憶媒体１０４等に記憶されるプロ
グラムをＣＰＵ１０１が実行して、その結果出される命令を表示制御部１０８が実行する
ことによって実現される。
【００５９】
　個別表示区域選択部２１３は、複数の個別表示区域の中から特定の個別表示区域に対す
る選択操作を受け付ける。これは、例えば、タッチパネルディスプレイ１１に表示される
個別表示区域の表示面に対するタッチ操作によって受け付けることができる。例えば、心
拍数（ＨＲ）に関する生体情報が配置される個別表示区域に対してタッチ操作（例えば、
タップ操作、ダブルタップ操作等）を行うと、心拍数（ＨＲ）に関する生体情報の選択が
確定する。
【００６０】
　個別表示区域選択部２１３は、主としてタッチパネルディスプレイ１１及び操作入力イ
ンターフェース１０７で実現可能である。
【００６１】
　拡大情報表示部２１０は、個別表示区域選択部２１３での選択操作に対応する特定の個
別表示区域の生体情報の全部又は一部を拡大して、生体情報一覧ページ画面内に、又は、
生体情報一覧ページ画面とは別のページ画面内に表示させるものである。生体情報が拡大
される態様は、例えば、図６に示すように、第２特定領域３０６の表示態様が一例として
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挙げられる。
【００６２】
　拡大情報表示部２１０は、操作入力インターフェース１０７から操作信号を受けたＣＰ
Ｕ１０１が主としてＲＯＭ１０３又は記憶媒体１０４等に記憶されるプログラムを実行し
て、その結果出される命令を表示制御部１０８が実行することによって実現される。
【００６３】
　第１波形表示生体情報選択部２１４は、第１生体情報波形に対応する生体情報の種類の
選択操作を受け付ける。第１波形表示部２０５は、第１波形表示生体情報選択部２１４の
選択操作に対応する生体情報の種類の第１生体情報波形を表示させる。例えば、第１波形
表示生体情報選択部２１４で呼吸（ＲＥＳＰ）が選択されれば、第１波形表示部２０５は
、呼吸（ＲＥＳＰ）の第１生体情報波形を表示させる。
【００６４】
　生体情報割当選択部２１５は、各個別表示区域に割り当てる生体情報の種類の選択操作
を受け付けるものである。生体情報表示部２０３（例えば、生体情報数値表示部２０６、
第２波形表示部２０７、バーグラフ表示部２０８、閾値表示部２０９等）は、上記選択操
作に応じて、各個別表示区域に割り当てられた生体情報を対応する個別表示区域に表示さ
せる。なお、以上の具体的態様は図９を参照して後述する。
【００６５】
　表示手法選択部２１６は、各個別表示区域における生体情報の表示手法の選択操作を受
け付ける。各個別表示区域における生体情報の表示手法には、例えば、波形表示手法、数
値表示手法、バーグラフ表示手法、生体情報の良否判定閾値表示手法等があり、いずれも
生体情報の表現（表示）手法を表すものである。生体情報は種類毎に、各個別表示区域の
それぞれに個別に割り当てられており、表示手法選択部２１６は、各個別表示区域それぞ
れの生体情報の表示手法の選択操作を受け付ける。生体情報表示部２０３は、上記選択操
作に対応する生体情報の表示手法で各生体情報を対応する個別表示区域に表示させる。な
お、以上の具体的態様は図１０を参照して後述する。これにより、個別表示区域に表示さ
せる生体情報の表示手法を必要に応じて変更、追加、削減することができる。
【００６６】
　上記表示手法選択部２１６は、例えば、波形表示可否選択部２１７と、数値表示可否選
択部２１８と、バーグラフ表示可否選択部２１９と、閾値表示可否選択部２２０等により
構成される。
【００６７】
　波形表示可否選択部２１７は、複数の個別表示区域のそれぞれにおいて第２生体情報波
形を表示させるか否かの選択操作を受け付ける。第２波形表示部２０７は、上記選択操作
に応じて、個別表示区域の特定区域に第２生体情報波形を表示させる。
【００６８】
　また、数値表示可否選択部２１８は、複数の個別表示区域のそれぞれに対して、生体情
報の数値を表示させるか否かの選択操作を受け付ける。生体情報数値表示部２０６は、上
記選択操作に応じて、個別表示区域に生体情報の数値を表示させる。
【００６９】
　また、バーグラフ表示可否選択部２１９は、複数の個別表示区域のそれぞれに対して、
第２生体情報波形を表示させるか否かの選択操作を受け付ける。バーグラフ表示部２０８
は、上記選択操作に応じて、個別表示区域にバーグラフを表示させる。
【００７０】
　また、閾値表示可否選択部２２０は、複数の個別表示区域のそれぞれに対して、生体情
報の良否判定閾値を表示させるか否かの選択操作を受け付ける。閾値表示部２０９は、上
記選択操作に応じて、個別表示区域に生体情報の良否判定閾値を表示させる。
【００７１】
　生体情報割当選択部２１５、表示手法選択部２１６（波形表示可否選択部２１７と、数
値表示可否選択部２１８と、バーグラフ表示可否選択部２１９、閾値表示可否選択部２２
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０等）は、主としてタッチパネルディスプレイ１１及び操作入力インターフェース１０７
で実現可能である。
【００７２】
　閾値設定部２２１は、各生体情報の良否判定に関する閾値の設定操作を受け付けて、各
生体情報の良否判定に関する閾値を設定する。生体情報の良否判定に関する閾値は、生体
情報毎に個別に設定可能であり、生体情報の良否判定に関する上限閾値及び下限閾値を設
定することができる。上記閾値表示部２０９は、閾値設定部２２１で設定される生体情報
の良否判定に関する閾値を表示させる。
【００７３】
　＜３．生体情報一覧ページ画面＞
図４を参照してタッチパネルディスプレイ１１に表示される生体情報一覧ページ画面３０
０の一例について説明する。生体情報一覧ページ画面３００には、図４に示すように、様
々な種類の生体情報の一覧が示される。様々な種類の生体情報の一覧は、生体情報一覧ペ
ージ画面３００の第１特定領域３０１、及び、第２特定領域３０６に配置される。
【００７４】
　生体情報一覧ページ画面３００の第１特定領域３０１は、例えば、図４に示すように、
生体情報一覧ページ画面３００の中央よりも下方の領域とすることが一例として想定され
る。そして、生体情報一覧ページ画面３００の第１特定領域３０１の幅方向の長さは、例
えば、図４に示すように、生体情報一覧ページ画面３００の幅方向の長さと略同一程度が
好ましい。また、生体情報一覧ページ画面３００の第１特定領域３０１の上下方向の長さ
は、例えば、図４に示すように、生体情報一覧ページ画面３００の上下方向の長さの略１
／３～２／３程度が好ましい。
【００７５】
　生体情報一覧ページ画面３００の第１特定領域３０１には、第１生体情報波形が表示さ
れる。第１生体情報波形は、１つであっても複数であってもよい。また、第１生体情報波
形は、現在測定されるものが反映され、リアルタイムに更新される。そして、第１特定領
域３０１の横軸は時間軸３０５ａであり、縦軸は生体情報に関するレベルの値（心電図の
場合、電位の値）を表すレベル軸３０５ｂである。そのような第１特定領域３０１に、図
４では、心電図波形３０２と、脈波３０３が時間軸３０５ａ方向へ延びるように表示され
る。
【００７６】
　生体情報一覧ページ画面３００の第２特定領域３０６には、生体情報が種類毎に個別に
示される個別表示区域３０７ａ～３０７ｅが設けられる。個別表示区域３０７ａ～３０７
ｅには、例えば、様々な種類の生体情報が表示される。個別表示区域３０７ａには、例え
ば、心拍数（ＨＲ）に関する生体情報が表示される。個別表示区域３０７ｂには、例えば
、経皮的動脈血酸素飽和度（ＳｐＯ２）に関する生体情報が表示される。個別表示区域３
０７ｃには、例えば、非観血血圧（ＮＩＢＰ）に関する生体情報が表示される。個別表示
区域３０７ｄには、例えば、呼吸（ＲＥＳＰ）に関する生体情報が表示される。個別表示
区域３０７ｅには、例えば、体温（ＴＥＭＰ）に関する生体情報が表示される。
【００７７】
　なお、生体情報一覧ページ画面３００において第２特定領域３０６に設けられる個別表
示区域の数は、図４に示すように、５つであるが、これに限定されるものではなく、その
他の数であってもよいが、少なくとも４つ以上とすることが好ましい。また、個別表示区
域に表示される生体情報は、心拍数（ＨＲ）、経皮的動脈血酸素飽和度（ＳｐＯ２）、非
観血血圧（ＮＩＢＰ）、呼吸（ＲＥＳＰ）、体温（ＴＥＭＰ）に限定されるものではなく
、その他の生体情報であってもよい。
【００７８】
　個別表示区域３０７ａ～３０７ｅに表示される生体情報としては、例えば、最新の測定
値（単位）、最新の測定日時、生体情報の良否判定に関する上限閾値及び下限閾値、第２
生体情報波形、生体情報の健全度合いを表すバーグラフ表示等が挙げられる。なお、個別
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表示区域３０７ａ～３０７ｅに表示される生体情報は、上記のものに限定されるものでは
なく、その他の生体情報を追加してもよい。個別表示区域３０７ａ～３０７ｅに表示され
る生体情報は、上記の全てであってもよいし、上記から適当なものを上記から選択しても
よい。
【００７９】
　例えば、個別表示区域３０７ｄには、生体情報として、生体情報名称表示３０８ａ、最
新の測定値（単位含む）３０８ｂ、生体情報の良否判定に関する上限閾値３０８ｃ及び下
限閾値３０８ｄ、第２生体情報波形３０８ｅが表示される。上記のうち第２生体情報波形
３０８ｅは、リアルタイムに測定される現在の短時間（例えば、１分以下）波形が表示さ
れるようにすることが好ましい。個別表示区域３０７ｄに呼吸（ＲＥＳＰ）に関する第２
生体情報波形３０８ｅを表示すると、第１特定領域における心電図波形３０２と、脈波３
０３（第１生体情報波形）と比較することができ、患者の状態を把握するのに有効である
。このことは、上記比較対象となる生体情報波形（第１生体情報波形、第２生体情報波形
）の種類を別の種類の生体情報に変えた場合も同様に患者の状態を把握するのに有効であ
る。
【００８０】
　個別表示区域３０７ｄの面積は、第１特定領域３０１よりも狭い。このため、個別表示
区域３０７ｄに表示される生体情報、特に、第２生体情報波形３０８ｅの表示態様は、視
認性の観点から様々な工夫をする必要がある。第２生体情報波形３０８ｅは、図４に示す
ように、個別表示区域３０７ｄの特定区域３０８ｆに表示される。図４からも明らかなよ
うに、第２生体情報波形３０８ｅは、第１特定領域３０１に表示される第１生体情報波形
よりも表示時間範囲を小さくした方が好ましい。また、点滅やメーター方式などにより波
形を表示することにより、小さいスペースであっても視認性を高めることが好ましい。
【００８１】
　なお、図４において個別表示区域３０７ａ～３０７ｅのうち個別表示区域３０７ｄにの
み第２生体情報波形が表示されているが、これに限定されるものではなく、その他の個別
表示区域に第２生体情報波形が表示されてもよい。すなわち、個別表示区域３０７ａ～３
０７ｅの全部、又は一部に第２生体情報波形が配置されてもよい。この設定は、波形表示
可否選択部２１７において行われる。
【００８２】
　また、個別表示区域３０７ｂには、個別表示区域３０７ｄにおける第２生体情報波形３
０８ｅをバーグラフ表示３０９に変えた態様の生体情報が表示される。バーグラフ表示３
０９は、生体情報の健全度合いを表すものである。バーグラフ表示３０９は、例えば、図
４に示すように、５つのバー目盛りから構成される。表示されるバー目盛りの数で対応す
る生体情報の健全度合いが表される。
【００８３】
　例えば、個別表示区域３０７ｂに対応する経皮的動脈血酸素飽和度（ＳｐＯ２）に関す
る生体情報において上限閾値は１００％で、下限閾値は９０％になっている。図４におい
て測定値は、「９７％」と表示されている。この場合、測定値は、下限閾値から離れてお
り、上限閾値に近いため、ＳｐＯ２の値は健全な範囲にあるということでバーグラフ表示
３０９では５つのバー目盛りが表示される。個別表示区域３０７ｃで表示される非観血血
圧（ＮＩＢＰ）に関するバーグラフ表示においても同様である。なお、生体情報の健全度
合いは、バーグラフ表示に変えて、又は、バーグラフ表示と組み合わせて、色の変化で表
示してもよい。
【００８４】
　生体情報一覧ページ画面３００は、生体情報モニタ１を起動させた際に最初にタッチパ
ネルディスプレイ１１に表示されるトップ画面とされることが好ましい。すなわち、生体
情報モニタ１を起動させると、心電図波形、脈波等のリアルタイムに測定される生体情報
の波形である第１生体情報波形が、トップ画面の第１特定領域３０１に表示されることが
好ましい。また、それと同時に、トップ画面の第２特定領域の個別表示区域３０７ａ～３
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０７ｅの全部又は一部の特定区域に、例えば、第２生体情報波形が表示されることがより
好ましい。また、それと同時に、トップ画面の第２特定領域の個別表示区域３０７ａ～３
０７ｅのいずれかに、例えば、第２生体情報波形と、その第２生体情報波形に対応する生
体情報の数値とが並列に配置されて表示されることがさらに好ましい。
【００８５】
　上記説明した生体情報一覧ページ画面３００から別のページ画面に移るために、図４に
示すように、生体情報一覧ページ画面３００の最下段に各種のメニューボタン１～８を設
けてもよい。メニューボタン１～８それぞれに対応するページ画面が割り当てられる。メ
ニューボタン１～８に対してタッチ操作を行うと、それぞれに割り当てられる別のページ
画面がタッチパネルディスプレイ１１に表示される。
【００８６】
　＜４．個別表示区域の特定区域に表示させる生体情報波形について＞
図５を参照して個別表示区域に表示させる生体情報波形について説明する。最上段に示す
心電図波形３０２と、二段目に示す呼吸（ＲＥＳＰ）波形３０４とは、生体情報一覧ペー
ジ画面３００の第１特定領域３０１に表示させることを想定しており、共に、共通の時間
軸３０５ａを有する。この時間軸３０５ａ方向の最大の長さをＬ２と定義する。ここで、
二段目に示す呼吸（ＲＥＳＰ）波形３０４を、三段目又は四段目のような個別表示区域３
０７ｄの特定区域３０８ｆに配置させることを考える。
【００８７】
　三段目に示すように、個別表示区域３０７ｄの特定区域３０８ｆにおいて呼吸（ＲＥＳ
Ｐ）波形３０４が占めることができる時間軸３０５ｘ方向の最大の長さをＬ１とした場合
、この長さＬ１は、第１特定領域３０１の上記Ｌ２より短く、具体的には１／２以下、よ
り詳細には、１／３以下となることが好ましい。この場合、第２波形生成部２０２は、三
段目に示す時間軸３０５ｘの縮尺又は目盛り幅を、二段目に示す第１特定領域３０１の時
間軸３０５ａの縮尺又は目盛り幅のＬ１／Ｌ２倍に設定して、呼吸（ＲＥＳＰ）波形３０
８ｈ（第２生体情報波形３０８ｅ）を生成する。第２波形表示部２０７は、この呼吸（Ｒ
ＥＳＰ）波形３０８ｈ（第２生体情報波形３０８ｅ）を取得して、個別表示区域３０７ｄ
に表示させる。その結果、三段目の呼吸（ＲＥＳＰ）波形３０８ｈ（第２生体情報波形３
０８ｅ）は、二段目の呼吸（ＲＥＳＰ）波形３０４が時間軸方向に圧縮された状態となる
。
【００８８】
　また、個別表示区域３０７ｄに配置させる時間軸３０５ｘの縮尺又は目盛り幅を、上記
Ｌ１／Ｌ２倍とは別の倍率に変更したい場合、生体情報波形大きさ設定部２１１によって
設定してもよい。この場合、第２波形生成部２０２は、生体情報波形大きさ設定部２１１
による設定に基づいて呼吸（ＲＥＳＰ）波形３０８ｈ（第２生体情報波形３０８ｅ）を生
成する。
【００８９】
　また、三段目のように個別表示区域３０７ｄの特定区域３０８ｆに呼吸（ＲＥＳＰ）波
形３０８ｈ（第２生体情報波形３０８ｅ）を表示させる場合、波形の細かい部分は表示さ
れづらい。従って、三段目の呼吸（ＲＥＳＰ）波形３０８ｈ（第２生体情報波形３０８ｅ
）の生成に用いる生データの時間間隔（データ密度）を、二段目の呼吸（ＲＥＳＰ）波形
３０４の生成に用いる生データの時間間隔（データ密度）よりも長くしても問題が生じな
い。生データの時間間隔（データ密度）を長くすると、第２波形生成部２０２はより短い
時間で生体情報波形を生成することができるため、生体情報モニタ１にかかる負荷も低減
される。
【００９０】
　また、二段目に示す呼吸（ＲＥＳＰ）波形３０４を個別表示区域３０７ｄに配置させる
別の方法として、呼吸（ＲＥＳＰ）波形３０４における時間軸３０５ａの縮尺又は目盛り
幅を変更せずに表示時間範囲を変更するものがある。この場合、第２波形生成部２０２は
、四段目に示すように、個別表示区域３０７ｄの特定区域３０８ｆにおいて呼吸（ＲＥＳ
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Ｐ）波形３０４が占めることができる時間軸３０５ｙ方向の最大の長さＬ１に応じた時間
範囲までの呼吸（ＲＥＳＰ）波形３０８ｇ（第２生体情報波形３０８ｅ）を生成する。
【００９１】
　また、特定区域３０８ｆに配置させる呼吸（ＲＥＳＰ）波形３０８ｇ（第２生体情報波
形３０８ｅ）における時間範囲を、上記とは別のものに変更したい場合、表示時間範囲設
定部２１２によって設定してもよい。この場合、第２波形生成部２０２は、表示時間範囲
設定部２１２による設定に基づいて呼吸（ＲＥＳＰ）波形３０８ｇ（第２生体情報波形３
０８ｅ）を生成する。
【００９２】
　以上においては、時間軸３０５ａ方向に関する表示エリア寸法を小さくして生体情報波
形を生成することを説明したが、レベル軸３０５ｂ方向に関する長さを小さくして生体情
報波形を生成することも本発明に含まれる。レベル軸３０５ｂ方向に関する長さを小さく
する場合も上記時間軸３０５ａにおける説明に習って説明することができる。すなわち、
特定区域３０８ｆの大きさに応じて、二段目に示す第１特定領域３０１に表示させる呼吸
（ＲＥＳＰ）波形３０４のレベル軸３０５ｂの縮尺又は目盛り幅よりも、縦軸の縮尺又は
目盛り幅を小さくした第２生体情報波形を第２波形生成部２０２は生成することができる
。
【００９３】
　また、第２波形生成部２０２は、以上説明した軸（時間軸、又は、レベル軸）の縮尺又
は目盛り幅の圧縮（時間軸又はレベル軸の縮尺又は目盛り幅の変更）や、表示時間範囲の
変更を適宜組み合わせた生体情報波形を生成してもよい。
【００９４】
　以上のように、個別表示区域に表示される生体情報波形を小さくすれば、その他の生体
情報の数値や、心電図や脈波等の重要な生体情報波形を大きく表示させることができる。
このため、医師は、生体情報モニタを一見することにより、従来よりも患者の状態を容易
に把握することができる。
【００９５】
　＜５．個別表示区域に対するタッチ操作について＞
図６を参照してタッチパネルディスプレイ１１に表示される個別表示区域の表示面に対す
るタッチ操作について説明する。タッチパネルディスプレイ１１に表示される５つの個別
表示区域３０７ａ～３０７ｅの表示面に対して、指やタッチペン等によって所定のタッチ
操作を行うと、対応する個別表示区域に配置される生体情報が拡大して、その拡大した生
体情報が生体情報一覧ページ画面３００のいずれかに表示される。
【００９６】
　なお、上記拡大する生体情報は、各個別表示区域３０７ａ～３０７ｅに配置される生体
情報の全て又は一部のいずれであってもよい。また、上記拡大する生体情報には、各個別
表示区域３０７ａ～３０７ｅに配置されていない情報が追加されてもよい。また、生体情
報を拡大可能な個別表示区域は、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅの全部又は一部のいず
れであってもよい。以下において、この個別表示区域に配置される拡大した生体情報を拡
大生体情報と呼ぶ。所定のタッチ操作として、例えば、タップ操作、ダブルタップ操作等
が一例として想定されるが、これに限定されるものではなく、その他の態様のタッチ操作
であってもよい。
【００９７】
　図６（ａ）に示すように、個別表示区域３０７ｄの表示面に対して、例えば、指でダブ
ルタップ操作を行うと、図６（ｂ）に示すように、拡大生体情報として、個別表示区域３
０７ｄに配置される生体情報全体が第２特定領域３０６全体に拡大されて表示される。ま
た、例えば、個別表示区域３０７ｄの特定区域３０８ｆの表示面に対して、例えば、指で
ダブルタップ操作を行うと、拡大生体情報として、特定区域３０８ｆに配置される第２生
体情報波形３０８ｅのみが第２特定領域３０６に拡大されて表示される態様であってもよ
い。そして、上記拡大生体情報は、例えば、第２特定領域３０６に表示される表示消去ボ
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タン３０６ａをタップして消去可能である。上記拡大生体情報を消去すると、第２特定領
域３０６は、図６（ａ）に示すような各個別表示区域３０７ａ～３０７ｅが表示される画
面、又は、上記拡大生体情報を表示する直前の画面表示に戻る。その他のタッチパネルデ
ィスプレイ１１に表示される個別表示区域３０７ｄ以外の個別表示区域の表示面に対して
所定のタッチ操作を行った場合も同様である。
【００９８】
　個別表示区域に対応する拡大生体情報が表示される場所は、生体情報一覧ページ画面３
００内のいずれの場所であってもよい。例えば、図７（ａ）に示すように、拡大生体情報
は、ポップアップウインドウ３１１内に表示されるものであってもよい。ポップアップウ
インドウ３１１は、各個別表示区域３０７ａ～３０７ｅのいずれかの表示面に対して所定
のタッチ操作を行った場合に出現する。また、ポップアップウインドウ３１１は、生体情
報一覧ページ画面３００内を移動可能な態様にしてもよい。ポップアップウインドウ３１
１は移動操作として、例えば、ドラッグ操作が挙げられる。この場合、ポップアップウイ
ンドウ３１１の所定の箇所を指等でタッチしながら指等を移動させることによりポップア
ップウインドウ３１１を移動させることができる。また、ポップアップウインドウ３１１
は、例えば、ポップアップウインドウ３１１中に表示される表示消去ボタン３１２をタッ
プして消去可能である。
【００９９】
　また、例えば、図７（ｂ）に示すように、拡大生体情報は、生体情報一覧ページ画面３
００における第１特定領域３０１に配置される固定表示領域３１３に表示されてもよい。
固定表示領域３１３は、各個別表示区域３０７ａ～３０７ｅのいずれかの表示面に対して
所定のタッチ操作を行った場合に出現する。また、固定表示領域３１３は、例えば、固定
表示領域３１３中に表示される表示消去ボタン３１４をタップして消去可能である。
【０１００】
　また、各個別表示区域３０７ａ～３０７ｅのいずれかの表示面に対して、図８（ａ）に
示すように、指等で、ピンチアウト操作を行って、拡大生体情報を表示させるものであっ
てもよい。この場合、ピンチアウト操作を行うと、図８（ｂ）に示すように、ピンチアウ
ト操作に対応する個別表示区域の拡大生体情報が第２特定領域３０６内で拡大される。ま
た、拡大生体情報の表示面に対して、指等でピンチイン操作を行うと、図８（ｂ）に示す
状態から図８（ａ）に示す状態に戻る。
【０１０１】
　以上において、拡大生体情報は、生体情報一覧ページ画面３００内に表示されたが、こ
れに限定されるものではなく、生体情報一覧ページ画面３００とは別のページ画面内であ
ってもよい。また、拡大生体情報の対象は、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅ中の全部に
限るものではなく、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅ中の特定の生体情報（例えば、生体
情報の数値、第２生体情報波形）のみであってもよい。
【０１０２】
　＜６．個別表示区域に割り当てる生体情報の種類の選択操作について＞
次に、図９を参照して個別表示区域３０７ａ～３０７ｅに割り当てる生体情報の種類の選
択操作の一例について説明する。
【０１０３】
　まず、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅに割り当てる生体情報の種類を選択する選択モ
ードにするために、選択モードボタン（例えば、メニューボタン１～８のいずれか）に対
して所定のタッチ操作を行う。選択モードに入ると、図９（ａ）に示すように、個別表示
区域３０７ａ～３０７ｅのそれぞれに表示される生体情報表示が消えると同時に、各生体
情報に対応する生体情報ボタン３２１～３２５が表示される生体情報選択ポップアップ３
２０が出現する。なお、生体情報選択ポップアップ３２０自体は、指等でタッチしたまま
の状態でのドラッグ操作により、生体情報一覧ページ画面３００内を移動可能である。
【０１０４】
　生体情報ボタン３２１は、心拍数（ＨＲ）に対応するものである。生体情報ボタン３２
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２は、経皮的動脈血酸素飽和度（ＳｐＯ２）に対応するものである。生体情報ボタン３２
３は、体温（ＴＥＭＰ）に対応するものである。生体情報ボタン３２４は、呼吸（ＲＥＳ
Ｐ）に対応するものである。生体情報ボタン３２５は、非観血血圧（ＮＩＢＰ）に対応す
るものである。
【０１０５】
　図９（ａ）に示すように、個別表示区域３０７ｃに割り当てたい体温（ＴＥＭＰ）に対
応する生体情報ボタン３２３に対してドラッグ操作を行い、指等でタッチしたままの状態
で個別表示区域３０７ｃに移動させる。これにより、体温（ＴＥＭＰ）が個別表示区域３
０７ｃに割り当てられる。以上の個別表示区域に対する生体情報の割り当て操作を他の生
体情報および個別表示区域に対しても繰り返し行って各生体情報を各個別表示区域に割り
当てる。以上のように、生体情報ボタン３２１～３２５のいずれかをドラッグ操作により
、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅのいずれかに移動させることにより、各生体情報は、
各個別表示区域に割り当てられる。
【０１０６】
　また、一度、生体情報を個別表示区域に割り当てた後でも、その個別表示区域に対応す
る生体情報を変更することができる。例えば、最初に、個別表示区域３０７ｃに体温（Ｔ
ＥＭＰ）を割り当てるよう操作を行った後に、非観血血圧（ＮＩＢＰ）に対応する生体情
報ボタン３２５をドラッグ操作により個別表示区域３０７ｃに移動させる。これにより、
個別表示区域３０７ｃに割り当てられる生体情報は、図９（ｂ）に示すように、体温（Ｔ
ＥＭＰ）から非観血血圧（ＮＩＢＰ）に変更される。
【０１０７】
　また、図９（ｂ）に示すように、心拍数（ＨＲ）が割り当てられた個別表示区域３０７
ｅをドラッグ操作により、個別表示区域３０７ｄへ移動させる。これにより、個別表示区
域３０７ｄに割り当てられる生体情報は、呼吸（ＲＥＳＰ）から心拍数（ＨＲ）に変更さ
れる。この場合、それと同時に、個別表示区域３０７ｅに割り当てられる生体情報は、心
拍数（ＨＲ）から呼吸（ＲＥＳＰ）に変更される。
【０１０８】
　以上のことは、その他の生体情報ボタン、個別表示区域についても同様に適用すること
ができる。
【０１０９】
　＜７．個別表示区域における生体情報の表示手法に関する選択操作について＞
次に、図１０を参照して個別表示区域３０７ａ～３０７ｅに表示させる生体情報の表示手
法に関する選択操作の一例について説明する。
【０１１０】
　まず、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅに表示させる生体情報を選択する選択モードに
するために、選択モードボタン（例えば、メニューボタン１～８のいずれか）に対して所
定のタッチ操作を行う。選択モードに入ると、図１０（ａ）に示すように、個別表示区域
３０７ａ～３０７ｅのそれぞれに表示させる生体情報が消えると同時に、各種表示手法（
数値表示手法、波形表示手法、バーグラフ表示手法、生体情報の良否判定閾値表示手法）
に対応するボタンが表示される表示手法選択ポップアップ３３０が出現する。なお、表示
手法選択ポップアップ３３０自体は、指等でタッチしたままの状態で、生体情報一覧ペー
ジ画面３００内を移動可能である。なお、上記では個別表示区域３０７ａ～３０７ｅの全
てが選択モードに入る態様となっているが、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅのいずれか
一つのみが選択モードに入るような態様も本発明に含まれる。この場合、例えば、選択モ
ードボタンを個別表示区域３０７ａ～３０７ｅ自身とし、選択モードにしたい個別表示区
域に対応する個別表示区域を指等で長押しすることにより、その個別表示区域を選択モー
ドにするようにしてもよい。
【０１１１】
　表示手法選択ポップアップ３３０には、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅのそれぞれに
表示させることが可能な生体情報の表示手法に対応するボタン３３１～３３４が表示され
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る。「生体情報数値」と表示されるボタン３３１は、生体情報を数値で表示する数値表示
手法に対応する。「生体情報波形」と表示されるボタン３３２は、生体情報を第２生体情
報波形で表示する波形表示手法に対応する。「バーグラフ」と表示されるボタン３３３は
、生体情報をバーグラフ表示で表示するバーグラフ表示手法に対応する。「生体情報閾値
」と表示されるボタン３３４は、生体情報の良否判定に関する上限閾値及び下限閾値を表
示する生体情報良否判定閾値表示手法に対応する。
【０１１２】
　個別表示区域３０７ａ～３０７ｅのいずれかに、ボタン３３１～３３４のいずれかをド
ラッグ操作により移動させると、移動先の個別表示区域では、ボタン３３１～３３４に対
応する表示手法で生体情報が表示される。例えば、図１０（ａ）に示すように、ボタン３
３２を指でタッチしたままの状態でドラッグ操作を行って、個別表示区域３０７ｄへ移動
させると、図１０（ｂ）に示すように、個別表示区域３０７ｄでは、ボタン３３２に対応
する表示手法である波形表示手法で生体情報が表示される。具体的に個別表示区域３０７
ｄでは、第２生体情報波形として呼吸（ＲＥＳＰ）波形３２６が表示される。また、例え
ば、ボタン３３１を指でタッチしたままの状態でドラッグ操作を行って、個別表示区域３
０７ｂへ移動させると、個別表示区域３０７ｂでは、ボタン３３１に対応する表示手法で
ある数値表示手法で生体情報（経皮的動脈血酸素飽和度（ＳｐＯ２）の数値）が表示され
る。以上のことは、その他のボタン３３３，３３４、他の個別表示区域３０７ａ，３０７
ｃ，３０７eについても同様である。
【０１１３】
　以上のように、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅにおける生体情報の表示手法の選択操
作が行われる。これにより、各個別表示区域３０７ａ～３０７ｅ毎に生体情報の表示手法
を変えることができる。
【０１１４】
　また、図９（ｂ）に示すように、例えば、個別表示区域３０７ｄに表示させた呼吸（Ｒ
ＥＳＰ）波形３２６に対するドラッグ操作により、呼吸（ＲＥＳＰ）波形３２６の表示位
置を微調整することができる。すなわち、呼吸（ＲＥＳＰ）波形３２６を指でタッチした
ままの状態でドラッグ操作を行って、例えば、個別表示区域３０７ｄの幅方向へ移動させ
て、呼吸（ＲＥＳＰ）波形３２６の表示位置を微調整することができる。これは、その他
の個別表示区域及び、生体情報の表示手法についても同様である。
【０１１５】
　以上のようにして、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅの生体情報の表示手法の選択操作
が完了した後に、例えば、選択モード解除ボタン（例えば、メニューボタン１～８のいず
れか）に対して所定のタッチ操作を行う。これにより、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅ
の生体情報の表示手法が確定する。
【０１１６】
　なお、個別表示区域３０７ａ～３０７ｅの生体情報の表示手法の上記選択操作は一例で
あって、その他の態様で個別表示区域３０７ａ～３０７ｅの生体情報の表示手法の選択操
作が行われてもよい。
【０１１７】
　以上の生体情報モニタ１において、タッチパネルディスプレイ１１でディスプレイを構
成させ、タッチパネルディスプレイ１１に対するタッチ操作で様々な操作を行ったが、こ
れに限定されるものではなく、その他の態様の操作であってもよい。例えば、マウス、キ
ーボード等をはじめとする外部入力装置を用いて以上説明した操作を実現するものも本発
明に含まれる。
【０１１８】
　以上の生体情報モニタ１等の生体情報表示装置のディスプレイに表示させる生体情報に
関する表示を制御する生体情報表示制御装置も本発明に含まれる。
【０１１９】
　また、以上の生体情報モニタ１等の生体情報表示装置のディスプレイに表示させる生体
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体情報処理装置においては、生体情報表示部を表示データ生成部に置き換えればよい。な
お、表示データ生成部は、第１生体情報波形が第１特定領域に配置され、第２生体情報波
形が特定区域に配置される生体情報一覧ページ画面の表示データを生成するものである。
【０１２０】
　尚、本発明の生体情報表示装置、生体情報表示制御装置、及び生体情報処理装置は、上
記した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において
種々変更を加え得ることは勿論である。
【符号の説明】
【０１２１】
　１　生体情報モニタ
　１１　タッチパネルディスプレイ
　２００　生体情報一覧ページ画面生成部
　２０１　第１波形生成部
　２０２　第２波形生成部
　２０３　生体情報表示部
　２０４　生体情報一覧ページ画面表示部
　２０５　第１波形表示部
　２０６　生体情報数値表示部
　２０７　第２波形表示部
　２０８　バーグラフ表示部
　２０９　閾値表示部
　２１０　拡大情報表示部
　２１１　生体情報波形大きさ設定部
　２１２　時間範囲設定部
　２１３　個別表示区域選択部
　２１２　生体情報選択部
　２１３　生体情報保持部
　２１４　第１波形表示生体情報選択部
　２１５　生体情報割当選択部
　２１６　表示手法選択部
　２１７　波形表示可否選択部
　２１８　数値表示可否選択部
　２１９　バーグラフ表示可否選択部
　２２０　閾値表示可否選択部
　２２１　閾値設定部
　２２２　生体情報保持部
　２２３　生体情報数値生成部
　２２４　バーグラフ生成部
　３００　生体情報一覧ページ画面
　３０１　第１特定領域
　３０６　第２特定領域
　３０７ａ、３０７ｂ、３０７ｃ、３０７ｄ、３０７ｅ　個別表示区域
　３０８ｅ　第２生体情報波形
　３０８ｆ　特定区域
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